視覚障害者のパソコン利用による情報アクセスの現状と課題
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1.　視覚障害による日常の不便

視覚に障害があると、自由に行動できない、文字の読み書きができない、周りの状況を把握することが困難になる等の不便な状況が発生する。

1-1　移動

視覚障害者の歩行移動方法には、白杖の使用による単独歩行、盲導犬補助による単独歩行、介助者の同行等がある。

視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）、音響装置付き信号機等は単独歩行にとって有用である。

1-2　情報アクセス

視覚障害者は、印刷された（紙に書かれた）文字が読めない、また、通常の筆記用具を使った文字が書けないため、文字情報へのアクセスは点字と音声の利用が基本となる。

点字は、点字用紙（専用用紙）につけられた凸点の盛り上がりを指で触読するもので、縦３×横２個の合計６個の凸点を１単位として用いる。B5用紙サイズ片面にカナ文字で４８０文字程度が表現できる。

点訳ボランティアによりさまざまな図書が点訳され、各県の点字図書館等を支えている。

音声情報は、録音テープ等の記録メディアが使用され、音訳（朗読）ボランティアによって製作された録音図書が読書環境の重要な一翼をなしている。

近年、点字や録音物は電子機器の利用により、電子ファイル化が進み、点訳・音訳作業の能率が向上している。

従来、点字用紙に打ち出された点字の修正や複製は困難であり、また、かさばるなどの不都合があったが、パソコンの利用でこれらは大幅に解消された。

パソコン用点字入力ソフトウエアは、点字データの修正・編集を容易にし、点字プリンタにより必要部数の印刷を高速に行うことができる。

ソレノイドや圧電素子などを利用してピン（点）の上げ下げを行う機器（ペーパーレスブレイル）の利用も進んでいる。十数文字～四十数文字分の点字表示部を有し、点字用紙に打ち出さずに点字を触読することができる。省スペース面、小型のものは携帯性にも優れている。

録音物はカセットテープの製造が中止されたため、専用機器やパソコン用デジタル録音ソフトウエア等が利用されるようになり、省スペース化も実現されている。

その他、さまざまな機器が視覚障害を補う一助として利用されている。

携帯電話、電子コンパス、音声時計、色読み上げ機、音声体温計、音声血圧計、音声体重計、音声ガイド付き一般家電製品、点字表記のついた製品等。

1-3　状況把握

十分な視覚があると、全体を一度に見渡せるので、その場の状況を的確に把握できる。これに対して、視覚に障害があると周囲の状況、その変化を正確にとらえることが困難な場合があり、必要な行動を素早く起こせないこともある。

・電車に乗って座りたいが、座席が空いているのか、どこが空いてのか分からない

・歩道を歩いていて中央付近まで出ている駐輪車にぶつかる

・雑踏の中で方向を失い、自分の進むべき方向がわからなくなる

・会食の席で、他の人と食べるスピードを合わせにくい

・外出して家を留守にするが、室内の電灯が点いているのか、消えているのか分からない

・色違い・同じ感触の靴下の正しい組み合わせがわからない

・未経験のことを「見よう見まね」で習得することができない

・好きなときに、好きな買い物をし、好きなところに出掛けることができない

2. パソコンの利用

視覚障害者のパソコン利用は、画面表示やキー入力を合成音声で読み上げるソフトウエア（スクリーンリーダー）を組み込むことにより可能になる。これによりパソコン上で扱われる文字情報の読み書きが可能になる。

スクリーンリーダーを利用したパソコン操作は、キーボードで行い、マウス操作は困難である。

また、弱視者用として画面表示拡大機能を持ったソフトウエアがある。

パソコンの普及により、ワープロによる文字の読み書き、CD等電子ファイル化された辞書の利用、OCRによる活字読み取り・読み上げは、視覚障害者の情報文化に革命的な変革をもたらした。

さらにインターネットの普及は、視覚障害者のパソコン利用をより価値のあるものにしたといえる。

インターネット利用では、情報検索、電子メール、買い物、Skype、ネット図書館等が定番の利用である。

3.　視覚障害者のパソコン利用のための支援ボランティア

パソコンは視覚障害者の自立と社会参加を促進する有益な情報機器であるが、マウスを使用しないとできないことや、スクリーンリーダーの読み上げが対応できないことも多々あるため、周囲の援助が必要な場合がある。

新規購入パソコンを利用するにあたって、初期セットアップ等は、スクリーンリーダーがインストールされていないので、視覚障害者自身の作業は困難である。

ソフトウエアのインストール作業においては、画面を見ながらマウス操作をしなければ完了できないものもある。

セットアップが完了しているパソコンであっても、使用環境の変更等、視覚障害者自身では対応できないことも起こり得る。

このような場合の支援を目的としたボランティアの活動が各地で盛んになってきている。

4.　パソコン利用の課題

現在のスクリーンリーダーを使用したパソコン操作は、キーボードから行うもので、マウス操作への対応は不十分である。

マウス操作を読み上げて使用できる手段があれば、周囲への援助要請は減少すると思われる。

現在、iPod touch や iPad、iPhone では、iOSというタッチ画面に対応したスクリーンリーダーが搭載されていて、視覚障害者の利用が可能である。

視覚障害者が使用しているパソコンはWindowsであるが、次期Windows 8ではタッチパネルに対応するスクリーンリーダーの開発が期待される。

タッチパネルでは、キーボード／マウスの区別がないため、タッチパネルに対応したパソコンとスクリーンリーダーの進展は、利用範囲がより拡大されると期待できる。

しかし、視覚障害者にとって、タッチパネルの操作とキーボードの操作では、キーボード操作の方が迅速である。

電子機器の進歩が障害者におよぼす影響は大きく、困難だったことが容易になることがある反面、不便になることも少なくない。

テープレコーダからデジタル録音機器、キーボードからタッチパネルの変化についてゆくためには修練が必要である。

